
２０１１年４月１日  

ＩＭＳ運用証明書更新について 
帝三製薬株式会社  

当社はＥＳＨ活動（環境保全、安全、防災、衛生等に関する活動）の一環として、

２００３年度にＩＳＯ１４００１、２００４年度にＯＨＳＡＳ１８００１を取得し、

運用をしてきました。さらに、医薬品製造業としての医薬品の製造管理および品質

管理、すなわち、ＧＭＰをＩＳＯ９００１の観点から整理し、かつ、帝人グループ

のＥＳＨ、ＣＳＲを包括した活動によりＩＭＳ運用証明書を２００５年度に取得し

ました。  

２００６年度は現場・管理職のＩＭＳ活動のレベルアップを図り、２００７年度は

この成果を基に、ＩＭＳ活動の進捗管理の 『見える化：可視化』 の実現、２００

８年度はＯＨＳＡＳ１８００１ ２００７版対応も含め、ＩＭＳ運用証明書の更新

を毎年更新して参りました。 

２００９年度以降も、IMS 経営方針 『品質とサービスの向上及び製造コストの低減』 

を達成するために、全員参加による継続的改善、特に現場力の向上により一層の飛

躍を目指して活動して参ります。  

なお、運用証明書更新の内容は下記のとおりです。  

 

記  

 

（１）証明書番号：ＪＱＡ－ＩＧ００１０－０６ 

（２）発行日付：２０１１年３月１８日  

（３）登録機関：（財）日本品質保証機構（ＪＱＡ）  

 

以上 


